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登録リスト（該当：2件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 安楽寺の文化財]	安楽寺の文化財	安楽寺の文化財について、3つ紹介する。
　一枚目の写真は重要文化財の「安楽寺前開山樵谷惟仙和尚像」。樵谷惟仙（しょうこくいせん）は安楽寺の初代住職。二枚目の写真は重要文化財の「安楽寺前二世幼牛恵仁和尚像」。幼牛恵仁（ようぎゅうえにん）は安楽寺の二代目住職。これらのような禅宗の僧の彫刻像のことを「頂相（ちんそう）」という。
　三枚目の写真は上田市指定文化財の「輪蔵」。このなかには「黄檗版一切経」というお経が納められている。この輪蔵を回転すれば、文字を読めない人もお経を読める人と同じ功徳が与えられるといわれている。

参考文献：
上田市塩田地区学校職員会、上田市塩田文化財研究所編，『信州の鎌倉塩田平とその周辺』信毎書籍出版センター発行，昭和六〇年一二月二五日初版発行，p.66-69
曹洞宗安	2024-02-02
	2	[image: 木造惟仙和尚坐像・木造恵仁和尚坐像]	木造惟仙和尚坐像・木造恵仁和尚坐像	安楽寺の境内の伝芳堂に、惟仙と開山二世幼牛恵仁の等身大の僧侶の「頂相」が並んで祀られている。
没後、お弟子さん達が慕い造立したもの。
安楽寺が鎌倉と同水準の禅宗文化を受容し、「信州の学海」として、
修行僧を多数輩出していたことが分かる貴重な文化財である。

実際に見ると大変造りが細かく、お弟子さん達の腕の良さが伺える。
八角三重塔を参拝する順路の途中に祀られているので一緒にご覧いただきたい。	2023-12-14
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